
■開催日時 2026年12月16日（水）13:00～16:00 
■参加方法 Ｚｏｏｍ参加（大分市「Garraway0」よりZoon配信！）

■申込〆切 2026年11月26日（木）※参加無料（どなたでも参加できます）

■申込方法 a15060@pref.oita.lg.jp（大分県地域農業振興課祖田）あて、

件名「おおいたの持続可能な農業推進フォーラム申込み」と記載

                   のうえ、氏名・電話番号・メールアドレスをお知らせください。

なお、参加ＵＲＬ・資料は申込時メールアドレスへ送付します。

■注意事項 使用機器・通信料は参加者のご負担です。主催者にて録画を行う場合があります。

お問い合わせ 大分県農林水産部地域農業振興課（祖田、Tel:097-506-3661）

主催：大分県、共催：九州農政局大分県拠点、協力：大分県有機農業推進協議会

おおいたの持続可能な農業推進フォーラム

Ⅰ 基調講演（13:10～14:10）

「環境負荷の小さな農業を広げるために』

小野 邦彦氏（株式会社坂ノ途中 代表取締役）

～ プロフィール ～

○奈良県生まれ。

   ○外資系金融機関での「修行期間」を経て、2009年株式会社

坂ノ途中（京都市）を設立。

○「100年先もつづく、農業を」というメッセージを掲げ、農

薬や化学肥料不使用で栽培された農産物の販売を行っている。

○提携農業者の約8割が新規就農者。

○少量不安定な生産でも品質が高ければ適正な価格で販売できる仕組みを構築することで、

環境負荷の小さい農業を実践する農業者の増加を目指す。

Ⅱ トークセッション/フリートーク（14:20～15:55）

「つくる人、届ける人、食べる人 ～それぞれの立場で描く持続可能な未来～」

ファシリテーター 小野 邦彦氏（株式会社坂ノ途中 代表取締役）

ア ドバ イザー 吉田 博昭氏（九州農政局持続的食料システム戦略推進官）

パネリスト/つくる人 槌本 俊貴氏（槌本農園、有機農業）

パネリスト/つくる人 深田 祐二氏・渡部順子氏

                                      （株式会社Kabosu Company、環境保全型農業者）

  パネリスト/届ける人 後藤亜紀子氏（豊oita organic 地域文化編集室、おおいたOrganic Market主宰）

パネリスト/食べる人 坂本薫氏（料理研究家、kaorucooking主宰）

100年先につなぐ、食と農の未来のために。
つくる人、届ける人、食べる人。それぞれの立場から、100年先の食と農を考えませんか？
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